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本日のお話

国立情報学研究所の使命と事業

最先端学術情報基盤

NIIの学会向けサービス事業

今後の展望
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国立情報学研究所の使命と事業

総合目録データベース、機関リポジトリ構築・連携支援、
電子図書館、国際学術情報流通基盤整備事業、
学術コンテンツ・ポータル

２）学術情報基盤の整備運用事業（コンテンツ関連）

１）学術情報基盤の整備運用事業（ネットワーク関連）

SINET、スーパーSINETの運用管理

事業

学術情報の流通の
ための先端的な

基盤の開発と整備

研究

教育

情報学に関する
総合的な研究開発を

行うナショナルセンター
としての使命

３）IT人材研修事業

各種講習会、研修の開催 / 支援
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最先端学術情報基盤とは

CSI（Cyber Science Infrastructure）

我が国の大学等や研究機関が有しているコ
ンピュータ等の設備、基盤的ソフトウェア、コ
ンテンツ及びデータベース、人材、研究グ
ループそのものを超高速ネットワークの上で
共有する「最先端学術情報基盤」

（科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 学
術情報基盤作業部会 『学術情報基盤の今後の在り方につ
いて（報告）』 （平成18年3月23日））
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大学・研究機関の研究リソース整備・研究成果等の発信

大学・研究機関としての認証システムの開発と実用化

学術コンテンツの確保・発信システム

バーチャル研究組織
ライブコラボレーション
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ＮＩＩと大学情報基盤センター・図書館等連携による次世代
学術情報ネットワークの構築と学術コンテンツ整備

サイバー・サイエンス・インフラストラクチャ（CSI）

北海道大
学

東北大学

東京大学ＮＩＩ

名古屋大
学

京都大学

大阪大学

九州大学

（東京工業大学，筑波大学，早稲田大学，
慶應大学，高エネルギー加速器研究機構，
国立天文台，人間文化研究機構）

人材育成及び推進体制の整備
（推進組織・人材確保等）

学術情報ネットワーク運営・連携本部設立 （H17.2）

学術コンテンツ運営・連携本部設立 （H17.10）

連携ソフトウェアとしての研究グリッドの実用展開
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CSI実現へ向けての取り組み

次世代学術情報ネットワーク：SINET3
CSI向け連携ミドルウェア

次世代学術コンテンツ基盤、コンテンツサー
ビス

大学電子認証基盤：UPKI
E-サイエンス推進プロジェクト
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次世代学術コンテンツ基盤

学術出版社
［電子ジャーナル・電子ブック］

学術出版社
［電子ジャーナル・電子ブック］

CSI（Cyber Science Infrastructure）

ネットワーク ＋ コンテンツ ＋ 研究連合

学術コミュニティ
（学生，研究者，大学，学会）

KAKEN CATNII-ELS

学会誌発表
論文・紀要
論文
約２8０万論文

学協会
［学術雑誌］
学協会

［学術雑誌］

ウェブ
［多様な情報資源］

ウェブ
［多様な情報資源］

発信

確保

図書館コンソーシアムとNIIによる共同導入 電子化
クローリング

共有財としての学術コンテンツ

図書・雑誌
学術論文・学位論文・
紀要論文
研究プロジェクト報告
教材
知財（特許，ソフトウェア）
サイエンスデータベース
文化財データ
等．．．

教育研究活動

連携

機関リポジトリ群

成果の蓄積

活性化協力

Springer, 
OUP等
約340万論文

科研費
報告書
約５4万件

図書・雑誌
総合目録
約9000万件

NII 大学

その他
［メディア，報道情報］

その他
［メディア，報道情報］

ハーベスティング

NII-REO

国際貢献社会貢献
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NIIの学術コンテンツ連携事業

大学図書館との連携
– NACSIS-CAT/ILL

• 総合目録データベースの構築とILL（図書館間相互利用）の展開

– 機関リポジトリ支援
• 委託事業による機関リポジトリの構築と連携

学会との連携
– 電子図書館（NII-ELS）

– 国際学術情報流通基盤整備事業（SPARC/Japan）

– 学協会情報発信サービス（Academic Society Home 
Village）
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ELSとCiNii

日本の学術情報基盤となる論文情報サービス

NII-ELS+
CJP+
NDL雑誌記事索引=
約1,000万論文

書誌DB

学協会誌・紀要
約280万論文

本文DB

電子化

編集・出版

発信学協会
研究者、
学生の
研究基盤

（電子図書館） （論文情報ナビゲータ）
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ELS/CiNiiの背景と経緯

電子図書館サービス開始

まだ課金せず

平成9年4月

CiNii（NII論文情報ナビゲータ）へ統合平成17年4月

PDFによる全文情報の提供平成15年4月

機関別定額制導入平成14年4月

課金開始平成11年1月

モニター試行および試行運用
無料でのデータ提供，平成8年から学会と著作権使用料

について協議開始

平成6年

データ作成開始
科研費によるデータ作成開始。通信学会，情報処理学会，
電気学会からの許諾を得て実験的に

平成5年
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参加学会数と登録論文数の推移
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登録ユーザの推移
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本文ダウンロード件数の推移
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平成１７年度
（約160万件）

平成１８年度(見込み）
（約310万件）

平成19年1月31日集計
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ビジビリティの向上をめざして（外部サービスとの連携）

書誌・抄録の
無料一般公開

医中誌との

相互リンク

OpenURL 外部リンク機能

大学図書館等

国立情報学研究所

リンクリゾルバ

OPAC

機関リポジトリ
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Google連携（1）
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Google連携（2）
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Google連携（3）

17
National Institute of Informatics

Google連携（4）
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共生モデル

ELS/CiNii
（国内学術論文提供サービス）

NII

学会大学
学術雑誌

（編集・査読）

還元金・
ビジビリティ

ライセンス料

閲覧利用・
機関リポジトリへのデポジット

電子化・
システム基盤

ミッションの達成
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国際学術情報流通基盤整備事業（SPARC Japan）

問 題 点

電子ジャーナル化の支援

大学図書館への販売支援

国際化支援、国際連携の推進

生物系パッケージ
UniBio Pressの誕生

支 援 内 容 成

運営委員会

国立大学図書館協会
私立大学図書館協会科学技術振興機構

果

日本の学術雑誌の国際的
知名度が低く、国際的流通

が不十分

インターネットの普及にも
かかわらず電子ｼﾞｬｰﾅﾙ化

が進んでいない

電子ジャーナル化されている
雑誌でも大学図書館等への

ビジネスモデルができていない

日本の学術論文の約８０％が
海外雑誌に流出している。

日本を代表する英文学会誌を選定

・編集・査読の国際化支援
・ＳＰＡＲＣ等海外機関との連携

・編集工程の電子化支援
・J-STAGE等による電子ジャーナル発行支援

・サイトライセンス契約の支援
・分野別パッケージ化の推奨

携連援支

米国SPARC
欧州SPARC連携

大学図書館等との電子ジャー
ナル購読契約

数学系ジャーナルへのProject 
Euclidの紹介

学術コミュニケーション
の変革

目 標

一流の国際学術雑誌を育
て、日本からの研究成果
の海外発信を強化する

学協会の電子的出版活動
の促進と日本の学術雑誌
の国際的評価の確立
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主要な活動

– J-STAGE・商用システムの導入支援、独自システムの開発支援

– 編集システム運用の人材支援

２．編集工程の電子化支援２．編集工程の電子化支援

– 米国SPARCとの連携協議
– BioOne、Project Euclidとの連携強化

– 28機関34タイトルを選定して支援

４．国際連携の推進４．国際連携の推進

１．事業参画選定誌の募集と活動支援１．事業参画選定誌の募集と活動支援

５．調査・啓発活動５．調査・啓発活動
– 大学・学協会向けAdvocacy活動（シンポジウム、セミナー、説明会等）
– 学協会編集者向け人材養成支援セミナー（SPARC/JAPAN連続セミナー）の開催
– 研究者動向調査の実施（平成16年度：3学会向け投稿動向調査、平成17年度：国立大学研究者向

けオープンアクセス意識調査）

３．ビジネスモデルの構築支援３．ビジネスモデルの構築支援

– 電子ジャーナル・パッケージ化の推進
– 大学図書館とのサイトライセンス契約交渉の仲介・支援
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UniBio Press

日本爬虫両棲類学会
Current Herpetology

日本鳥学会
Ornithological Science

日本古生物学会
Paleontological Research

日本哺乳類学会
Mammal Study

日本哺乳動物卵子学会
Journal of Mammalian Ova Research

日本動物学会
Zoological Science

UniBio Press

新規参加予定：宇宙生物学会、アレルギー学会
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UniBio Press略史

BioOne（米国SPARCが支援）と提携

海外の大学図書館向けの販売開始

2007年

33大学契約

NPO法人化

2006年

26大学契約

Current Herpetologyが参加

2005年

大学に対するサイトライセンス開始、17大学契約

Paleontological ResearchとOrnithological Scienceが参加

2004年

SPARC/Japanパートナー誌に生物系3誌が選定（Zoological 
Science、Mammal Study、Journal of Mammalian Ova 
Research）

生物系の電子ジャーナルパッケージをめざす（UniBioの誕生）

2003年
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UniBio Pressの戦略

UniBioのめざすもの

日本の生物学系学術論文の国際的発信強化

●電子ジャーナル化
●パッケージ化（スケールメリット）
●国際的プラットフォームから発信

BioOneとの提携
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BioOneとは

BioOneについて
– 北米の学協会と大学図書館の提携から生まれた

電子出版事業

– 生物科学分野の電子ジャーナルパッケージ

– 北米SPARC支援

BioOneコレクション
– BioOne.1

• 論文数44,000点以上

• 雑誌タイトル数83点（2000年～）

– BioOne.2
• 雑誌タイトル数31点（2005年～）

UniBio Press
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価格モデルと契約状況

価格モデル
– BioOne.2パッケージ価格

• 1-1999 FTE      $1,350
• 2000-4088 FTE   $2,725
• 4089+ FTE       $0.66
• Maximum Price  $12,975

– 国内はUniBio単独購読も可
• $1325

契約状況（2007年1月時点）

– 国内契約機関＝29機関（UniBio単独）

– 北米＝74機関（BioOne.2）

– その他＝2機関（BioOne.2）
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持続可能なビジネスモデル？

購読料の配分方法
– BioOneと参加学会で購読料収入を折半

– 半分を参加学会で配分、ページ数とアクセス数で
係数計算

– 2007年の配分額は2008年1月に提示

財政的自立をめざして
– EJデータ作成経費の抑制→海外に外注

– eオンリー化（冊子体はオプション）

– 更なる契約機関増→論文の質の向上
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学協会情報発信サービス（通称学会村）

学会村とは
– NIIが提供するウェブサーバに学協会等の学術研究情報

を収集し，インターネットを通じて広く情報発信するサービ
ス→要するにページ貸し

学協会情報発信サービス登録状況推移
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問題点

メンテナンス（更新）の問題

セキュリティと個人情報保護の問題

技術サポートの問題（PHPやMySQLが使用できない）

民間の無料サービス

このまま続けるのは．．．

学会にとっても魅力がない
NIIとしてもメリットがない

NIIとしての戦略は？？

止めるか 続けるか
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学会村の再生に向けて

従来の学会ホームページとしての機能は継承
– セキュリティ強化

学術コンテンツの蓄積、配信 → 学会リポジトリ
– ELSの学術論文
– 学術集会情報の蓄積・交換
– 学会の演題・抄録登録システムの提供
– 学会の講演のストリーミング配信、ビデオ蓄積

学術コミュニティの活性化
– Web2.0やソーシャルネットワーキング

– 集合知の活用

学協会ナレッジベースをめざして

続けるならば．．．
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学会サービスの統合

コンテンツフロー

新たなネットワークの
自発的形成を促す機能拡張学術コミュニティ活性化の

ためのSNSの試験的導入

ID発行

コンテンツの多様性にも対応可
• 抄録，論文
• 研究資料
• 教材
• ブログ

LogLog
AnalysisAnalysis

AccessAccess
ControlControl
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（参考）機関リポジトリを活用している学会例

横浜国立大学技術マネジメント研究学会
– 『技術マネジメント研究』をJ-Stageから発信

– 搭載のためのデータ作成コスト大

– 学会誌のプラットフォームとして機関リポジトリを
活用

– http://kamome.lib.ynu.ac.jp/bulletin/techman
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技術マネジメント研究（1）
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技術マネジメント研究（2）
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技術マネジメント研究（3）
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技術マネジメント研究（4）


